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節性を持つことを明らかにした。第 4 章は Landsat 画像の森林植生指数を用いて、29 年
間にスンダーバンズ周辺に襲来した 21 個のサイクロンによる被害エリアの定量化と被害
の大きさに影響する要因の解析を行った。その結果、多くのサイクロンによる被害面積は
森林全体の 10％以下であったが、2 個の大型サイクロンは 20％以上の被害をもたらした
こと、サイクロン変数の中で風速が最も被害エリアに影響したことを明らかにした。第 5
章では合成開口レーダーと Landsatのデータを用いて、過去 20年間の森林面積変化およ
びサイクロン被害エリアの林冠緑度の回復過程について分析を行った。その結果、スンダ
ーバンズの森林面積は沿岸域での浸食は見られるものの、全体的には近年増加傾向であ
り、大型サイクロンによる植生指数の減少も数年間で元のレベルに回復することが示され
た。第６章は総合討論であり、結果の総括と今後の展望についてまとめている。このよう
に、本論文はリモートセンシングによって、スンダーバンズのマングローブ林冠緑度の長
期・短期的な動態を描出することに成功した。これらの情報はこれまでのフィールド研究
からは得られなかったものであり、今後気候変動や人間活動の影響を検出する際のベース
ラインとなる情報である。以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与
される十分な資格があるものと認められる。 
 
